
鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について

鯖江市の概要

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

 鯖江市の特徴

面積 ８４．７５ ｋ㎡ 人口 ６９,３９６人

 眼鏡、漆器、繊維を三大地場産業とする

「ものづくりのまち」

 南北に国道、鉄道の幹線交通が縦断し、フィーダー交
通としてコミュニティバス「つつじバス」が市内を運行

 ２０２４年春の北陸新幹線敦賀開業に伴い幹線交通
網が変化



鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について

経緯

・ ２０１０年１２月、慶応大学の一色教授と

市内IT企業からの提案がきっかけ

・公衆トイレ、AED、消火栓情報から公開スタート

・2020年度末時点で公開データ数２１６件

・子育て支援アプリ、水位センサー、通報アプリ、

バスどこサービス等、オープンデータを

活用したアプリも提供

・鯖江と言えばオープンデータと言われる程・・・

鯖江市におけるオープンデータの取り組み



鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について

課題

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

・情報担当職員が頑張ったため、

データを所管する原課職員の意識が低い

・普段の業務で使用しているデータ以外に

オープンデータ用のデータも更新する必要がある

↓

・公開後のデータ更新が疎かになる・・・

↓

・作業負担を減らすため、公開・更新の自動化が必要
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成功事例

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

2012年（平成24年）から運用開始
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成功事例

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

WEB-APIの形式でオープンデータを提供



鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について

成功事例

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

DB

GTFS-JPデータ子育て支援アプリ

職員はこれだけを

メンテナンス

JR鯖江駅前発着案内

WEB-API WEB-API

出典：https://www.gtfs.jp



鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について

今後の期待

鯖江市におけるオープンデータの取り組み

・バスダイヤの見直しにバス停ごとの乗降者数が必要

・現在は運転手さんに手作業をお願いしている

↓

・AI、 IoT機器等の進化・低廉化による、

乗降数カウントの自動化を期待

↓

・リアルタイム乗車人数をオープンデータとして公開可能



鯖江市地域公共交通網形成計画の策定について鯖江市におけるオープンデータの取り組み

 ご清聴ありがとうございました。


